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mm 長き約100mm であるが，試料の熱中性子に対する全吸収断面積の相対測定値の際準偏差を0.5X10- 3
-cm2以下とすることが出来る。
論文の審査結果の要旨
熱中性子吸収断面積の測定には原子炉の熱中性子束の大きい場所に円筒状の中性子測定管をおき，その
騨1上に試料を振動せしめるノfイル・オシレータを用いていた。この場合原子炉出力の変動に基く中性子
束の変化，及び測定装置に基因する雑音等のため測定値の精度が低かった。また熱中性子の散乱と区別し
て吸収のみ測定することが不可能であった。本論文では同一軸上に同様の円筒状中性子測定管甲，乙の二
個をおき，その軸上にて試料を振動せしめると炉出力の変動に基く中性子束の変化は，甲，乙両者同様に
作動するが，試料の振動に基く中性子の吸収は，甲，乙両者は逆位相となるため，甲，乙の出力の差をと
れば炉出力の変動は消去され，試料の吸収に基因する信号のみが取出される口また熱中性子を主として吸収
するカドミウムを試料として用いた場合と熱中性子を主として散乱する炭素を試料として用いた場合に，
この装置の出力信号に位相及び周波数が異なる事を実験的にたしかめた。それで散乱が零となる位相での
み信号を取出すと吸収に基因する信号のみが得られる。乙の信号のみを電子回路で増巾して後積分記録す
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る乙とにより，試料の吸収断面積を散乱断面積と無関係に測定する乙とが可能となった。本装置を使用し
て種々の元素及ぴ、合金の熱中性子吸収断面積を測定している。
本研究は更田君の独創に基く一対の中性子測定管(ぺアード，チエンパー)を使用し，炉出力の変動及
び熱中性子散乱を除いて純粋に熱中性子吸収断面積の測定を可能にしたものである。
尚参考論文 4 篇を考慮し，乙の論文は理学博士の学位論文として十分の価値あるものと認める。
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